
FPDポータブルの 
無線LAN環境 

2016/3/11 報告会『画像・情報管理の実際と問題点』 
 

全国病院経営管理学会 診療放射線業務委員会委員 
医療法人社団 永生会 永生病院 村田 稔 



院内無線LANに必要な条件 

・通信が高速であること 
・通信が切れないこと 
・外部の電波に干渉されにくいこと 
・メンテナンス性に優れ業務中断が無いこと 
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無線LAN【 wireless Local Area Network 】とは 

・無線LANとは、無線でデータの送受信を行なう  
 構内通信網（LAN：Local Area Network） 
 のこと 
・特に、IEEE 802.11諸規格に準拠した機器で構 
 成されるコンピュータネットワークのことを指す  
 場合が多い 

（IT用語辞典e-words参照） 
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IEEE 802.11 とは 

・IEEE 802.11とは、IEEE（米国電気電  
 子学会）でLAN技術の標準を策定している 
 802委員会が1998年7月に定めた無線LAN 

 の標準規格群をいう                           
           （IT用語辞典e-words参照） 
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IEEE 802.11で使用される周波数帯 

規格名＼特徴 周波数帯 公称通信速度 チャンネル幅 策定時期 

IEEE802.11b 2.4GHz 11Mbps / 22Mbps 22MHz 1999年10月 

IEEE802.11a 5GHz 54Mbps 20MHz 1999年10月 

IEEE802.11g 2.4GHz 54Mbps 20MHz 2003年6月 

IEEE802.11n 
2.4GHz / 
5GHz 

65Mbps - 600Mbps 20/40MHz 2009年9月 

IEEE802.11ac 5GHz 290Mbps - 6.9Gbps 80/160MHz 2014年1月 

（IT用語辞典e-words参照） 
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周波数帯とは 

・無線LAN通信で使える周波数帯2.4GHz帯と5GHz帯の2つに、電波法に
よって定められている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・2.4GHz帯は、電波干渉が起きやすい。一方5GHz帯は電波干渉が少ない、
遮蔽物の影響を受けやすい 
                     （IT用語辞典e-words参照） 
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当院の無線LANについて 

・他の無線を使用している機器との 
 干渉は現在全くない 
・他の機器からはネットワーク名 
 (SSID)が見えないようにしてある 
⇒SSIDステルス機能･･･SSIDを周囲に知らせるビーコン信号停止する機能 
 

・SSID（service set identifier）：IEEE 802.11シリーズの無線LANアクセスポイントの識別
に用いられる文字列。最大32文字までの任意の英数字を設定でき、各端末とアクセスポイントの
SSIDが一致する場合のみ通信可能となる。サービスセット識別子。    （デジタル大辞泉） 
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https://kotobank.jp/word/IEEE802.11-200E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%84%A1%E7%B7%9ALAN%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88-641827E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%84%A1%E7%B7%9ALAN%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88-641827E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E7%84%A1%E7%B7%9ALAN%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88-641827E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://kotobank.jp/word/%E8%8B%B1%E6%95%B0%E5%AD%97-443197
https://kotobank.jp/word/SSID-670466
https://kotobank.jp/word/%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88%E8%AD%98%E5%88%A5%E5%AD%90-671374


2013.1.1～ 
電子カルテ運用開始 
無線LAN環境構築 

  Googleマップ 
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フロアー天井にあるAP（アクセスポイント） 
Extricom社製 EXRP-30ｎ 3チャンネルUltraThin 802.11ｎ（内部アンテナ式） 
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ワイヤレスＦＰＤに求められること 

・薄型軽量化（17*14インチで2.5kg等）及び角のない 
 ラウンド形状フレーム、滑り止めグリップ 
・パネルサイズの拡充 
 17*17 、 17*14 、 10*12インチ 
・バッテリーの長寿命化 
 フル充電で50～800枚 
・パネルの耐久性向上 
 落下耐久性、耐荷重性、抗菌性、耐水性など 
・スループット 
 撮影から画像表示までの時間は最短1秒台 
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FPDポータブル装置で可能なこと 

・リモートデスクトップによる電子カルテ、  
 HIS/RISの表示、過去画像との比較、報告  
 書の閲覧、フルサイズ画面表示 
・カテ先強調画像、肋骨除去画像 
・散乱線補正処理 
 (Virtual Grid､インテリジェントグリッド) 

・画像欠損体動検知処理 
・グリッドアライメントシステム 
 (発生器とFPDの上下左右位置、距離、角度をモニタで操作をしながら正確な撮影を可能とするもの）  

・無線バーコード認証 

18 



19 



まとめ 
・無線LANをポータブル装置単独で、設備を構築する場合   
 は高額な設備投資が必要となる。 
  ⇒必要に応じて有線LANによる設備を検討する。 
・リモートデスクトップ技術により前回画像、カルテ、読影 
 所見の確認や今現時点でのオーダの確認が容易にできる。 
・高額なFPDのため落下防止対応の保守契約が必要である。 
・スループットの大幅な向上と画像提供時間の大幅な短縮が 
 可能。 
・カセッテタイプのポータブル装置に比し、購入価格が高額 
 なため、費用対効果を見極める必要がある。 
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